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秋空に躍動！（きずなⅨ）

や
ら
な
い
か
」で
決
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の

名
言
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。

「
心
が
変
わ
れ
ば
態
度
が
変
わ
る
。

態
度
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ

る
。
行
動
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変

わ
る
。
人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が

変
わ
る
運
命
が
変
わ
れ
ば
人
生
が

変
わ
る
」

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
は「
心
」を

変
え
る
力
が
あ
る
。
小
さ
な
感

動
の
積
み
重
ね
が
人
を
動
か
し
、

人
が
動
け
ば
世
界
が
変
わ
る
。

　
風
船
を
通
し
て
学
ん
だ
心
を
学

校
、
家
庭
、
地
域
へ
発
信
し
、Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

く
な
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
失

敗
か
ら
学
び
、
更
に
糧
に
す
る
経

験
を
積
め
る
と
い
う
こ
と
で
、「
あ

き
ら
め
な
い
心
」が
身
に
つ
く
。

　
風
船
に
正
解
は
な
い
と
い
う
こ

と
。
作
り
方
、
色
の
選
択
、
見
せ

方
な
ど
自
由
。
そ
れ
は
個
性
を

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
自

分
で
道
を
切
り
開
い
て
い
く
挑
戦

で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
物
事
を「
で
き
る
か
、
で

き
な
い
か
」で
は
な
く「
や
る
か
、

　
　
　
庭
・
地
域
社
会
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
れ
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
し
て
い

る
。
学
校
と
家
庭
・
地
域
を
結
ぶ

「
か
け
は
し
」と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
期

待
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
中
、「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」と

出
会
い
、
初
め
て
の
こ
と
に
挑
戦

し
た
こ
と
で
学
ん
だ
こ
と
、
伝
え

た
い
こ
と
が
あ
る
。

　
風
船
は
割
れ
た
分
だ
け
う
ま

編

集

後

記

表
紙
小
話

の

家
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「心」を変える力

南波 久敏小木
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９
月
末
か
ら
の
ぐ
ず
つ
い
た
空
模

様
か
ら
す
る
と
、
奇
跡
的
と
も
思
え

る
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
、
丸
一
日
恵

ま
れ
た
今
年
の
き
ず
な
Ⅸ
。
入
場
者

数
は
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
２
万
８
千

人
と
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

　
私
は
同
日
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し

た
。
妻
入
り
の
街
並
み
を
、
井
鼻
で

折
り
返
す
８
㎞
の
最
長
コ
ー
ス
を
、

汐
風
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
く
歩
き

ま
し
た
。

　
天
領
の
里
広
場
で
は
、「
よ
さ
こ

い
」を
皮
切
り
に
楽
し
い
シ
ョ
ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
グ
ル
メ
屋
台
で
喉
を

潤
し
お
腹
を
満
た
し
、
澄
み
切
っ
た

青
空
の
下
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
明
る

い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　  

（
髙
桑
佳
子
）

　
　委
員
長
　
　髙
桑
佳
子

　
　副
委
員
長
　加
藤
修
三

　
　委
　員
　
　仙
海
直
樹

　
　委
　員
　
　三
輪
　正

議
会
だ
よ
り
93
号
、
ご
覧
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。　現

在
の
議
会
広
報
委
員
で
の

発
行
は
14
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

各
委
員
が
担
当
す
る
ペ
ー
ジ
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
入
れ
が
あ

り
、
読
み
や
す
く
伝
わ
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
と
努
力
し
て
い

ま
す
。

　今
年
、
議
会
だ
よ
り
編
集
の

研
修
会
に
参
加
し
た
際
、
各
町

村
の
議
会
だ
よ
り
を
毎
号
見
て

お
ら
れ
る
方
が
、「
出
雲
崎
、
良

く
な
っ
た
ね
。読
み
や
す
く
な
っ

た
。」と
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
情
報

が
満
載
で
す
。
お
読
み
い
た
だ

い
た
ご
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
る
と
大
変
に
嬉
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
発
行
に

活
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　（髙
桑
佳
子
）

議
会
報
特
別
委
員
会
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平
成
27
年
度
決
算
認
定

平
成
27
年
度
決
算
認
定

一般会計並びに特別８会計の決算は

一般会計決算の状況

歳入 一般会計　38億5960万円 特別会計　19億4335万円 総額　58億 295万円（前年比  1億9373万円増）

歳出 一般会計　36億1179万円 特別会計　18億6068万円 総額　54億7247万円（前年比  9925万円増）

●町債（借金）と基金（貯金）の状況
27年度末・一般会計分

平成28年３月末人口：4668人

町民１人あたり 町民１人あたり

（万円未満切り捨て）

37億6517万円 23億4669万円

約80万円 約50万円

各会計の決算状況

会　　計　　名 決　　　　　算 差 引 残 高歳　　　入 歳　　　出
一 般 会 計 38億5960万円 36億1179万円 2億4781万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 6億5961万円 6億1599万円 4361万円
介 護 保 険 6億8902万円 6億7554万円 1342万円
後 期 高 齢 者 5457万円 5427万円 29万円
簡 易 水 道 1億8353万円 1億7615万円 738万円
特定地域生活排水 1717万円 1651万円 66万円
農 業 集 落 排 水 1億3789万円 1億3153万円 636万円
下 水 道 1億8458万円 1億7486万円 972万円
宅 地 造 成 1694万円 1580万円 114万円

　 合 　 　 　 計 　 58億 295万円 54億7247万円 3億3048万円
金額は千円以下を切り捨てて表示

4億1140万円町税 （10％）

8436万円
地方消費税交付金

（2％）

3138万円
地方譲与税

（1％）

16億2127万円
地方交付税

（42％）

3億8057万円
国庫支出金

（10％）

3億4164万円
県支出金

（9％）

1億3664万円
繰入金

（4％）

1億3160万円
繰越金

（3％）

9739万円
諸収入

（3％）
4億3910万円

町債
（11％） 1億1447万円

その他
（3％）

6978万円電源立地地域対策交付金 （2％）

6950万円議会費 （2％）

3億6540万円
総務費

（10％）

７億6565万円
民生費

（21％）

1億8542万円
衛生費

（5％）

1億2470万円
商工費

（4％）6億2101万円
土木費

（17％）

3億3983万円
消防費

（9％）

4億8152万円
教育費

（13％）

3億9247万円
公債費

（11％）
828万円

災害復旧費、その他
（1％）

2億5801万円
農林水産業費

（7％）

歳入 歳出38億5960万円 36億1179万円

平  成  27  年  度  決  算  認  定

町  債
（借金）

基  金
（貯金）
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平
成
27
年
度
主
な
事
業

平成27年度  主な事業

民生関係 土木関係

商工観光関係
プレミアム商品券発行事業補助金　　912万円
心月輪厨房改修工事　　　  　　　　648万円
きずな実行委員会負担金　　  　　　930万円

教育関係

小学校体育館照明等落下防止工事　　6754万円
中学校校舎・体育館外壁等改修工事　5000万円

道路新設改良舗装工事　　１億6241万円
町営集合住宅建設工事　　１億2155万円

消防関係

出雲崎町消防分遣所建設工事
１億4928万円

高齢者福祉タクシー利用助成事業
614万円

臨時福祉給付金　　637万円

福祉タクシー券の利用

きずな

消防分遣所

道路新設改良舗装（川西）

心月輪

照明等落下防止工事（小学校体育館）

川西ひまわりハウス

プレミアム商品券

中学校外壁（工事前）
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

平成27年度一般会計・特別会計決算は決算審査特別委員会
に付託して審議し次の意見を付して全会一致で認定されま
した。

ここが
聞きたい!!

三輪 　正 委員長

決 算 審 査
特 別 委 員 会

主な意見

良寛記念館の入館者増加を図るため、記念館
内トイレの設置とバリアフリーの早急な整備
を求める。

CKD事業は、開始以来５年が経過していて効
果が出ていると感じる。引き続き町民の健康
維持に、取り組んでいくよう求める。

出雲崎宝もの新発見事業の利活用を積極的に
行うことを求める。

汐風ドリームカーニバルや、きずなのような
イベントに頼らず、町にある観光資源を活か
した立町を進めていくよう求める。

昨年も意見を上げたが、改善が全くされてい
ない出雲崎小・中学校のパソコン借上げ方法
と経費について、見直しと改善を求める。

心月輪の運営について、改修工事等で多額の
予算を支出している。今後の経営状況を注視
していくよう求める。

出雲崎に来た東京芸術大学院生の卒業後の活
躍状況と、出雲崎街並スケッチ画集 第３集の
発行を求める。

出雲崎町の紹介ビデオを制作しているが、配
布先を含め有効活用していくよう求める。

消防ホースなど備品の入れ替え等管理の徹底
を求める。

釜谷梅団地に関する補助金では、補助金だけ
ではなく、担い手の確保や商品の開発、販売
等にも力を入れていくよう求める。



９ 月 定 例 会 議案１９件を全会一致で可決 ９月12日～20日
（９日間）

会 期

ふるさと就職支援　　　　　　　　
　　　商品券利用助成金に120万円
新生活スーパー住まい取得・　　　
リフォーム支援補助金に360万円補正
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案

件

人

事

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計 6330万円 34億  737万円

特  

別  

会  

計

国民健康保険事業 543万円 6億3532万円

介 護 保 険 事 業 3437万円 7億  485万円

簡 易 水 道 事 業 50万円 1億6958万円

住宅用地造成事業 289万円 5496万円

主な歳入 主な歳出

・地方交付税追加 …………………………2947万円
・防災・安全交付金追加……………………387万円
・地方創生推進交付金………………………135万円
・観光費寄附金………………………………500万円
・前年度繰越金追加 ………………………2813万円

・町有物件解体工事…………………………384万円
・橋りょう維持修繕工事追加 ……………1100万円
・河川改修工事………………………………650万円
・スキーリフト使用料…………………………12万円
・レンタルスキー使用料………………………15万円

※１

※2※ 3

村　越　隆　夫 氏（住吉町）
内　山　才　子 氏（吉水）
　　　（平成28年10月27日から３年間）

教育委員会委員の選任に同意
案

件

人

事

定 例 会教えて

スキーリフト・レンタルスキーの
使用料って何？

観光費寄附金って何？

町有建物解体工事って何？

※１

※２

※３

羽黒町２区と尼瀬３区にある
建物を解体するんだよ

小学生のスキー授業が４～６年生
を対象に行われるんだ
県からお金が出るんだよ

出雲崎出身の方から観光に役立てて
欲しいと寄附をいただいたんだよ

９
月
定
例
会
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７
・
６　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
（
議
会
だ
よ
り
第
92
号
）

　
　
12　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
（
議
会
だ
よ
り
第
92
号
）

　
　
13　
議
会
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
状

　
　
　
　
交
付
式
→
詳
細
は
ｐ
13

　
　
15　
関
川
村
議
会
総
務
厚
生

　
　
　
　
常
任
委
員
会
来
町

８
・
30　
全
議
員
研
修
会
（
新
潟
市
）

９
・
２　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
12　
９
月
定
例
会
招
集
日

　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
６
、
７

　
　
　
　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
（
議
会
だ
よ
り
第
93
号
）

　
　
13　
社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
14　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
５

　
　
16　
９
月
定
例
会
２
日
目

　
　
　
　
（
一
般
質
問
）

　
　
20　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
９
月
定
例
会
最
終
日

　
　
　
　
第
５
回
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
→
詳
細
は
ｐ
８

　
　
27　
議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
（
議
会
だ
よ
り
第
93
号
）

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

平
成
28
年
７
月
～
９
月

中
野
議
員

 

数
年
前
テ
レ
ビ
で

良
寛
様
の
ア
ニ
メ
を
放
映
し
て

い
る
が
承
知
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
そ
れ
を
借
り
る
と
い
う
考

え
は
な
い
か
。

教
育
課
長

 

長
岡
広
域
の
自
治

体
で
行
う
地
方
創
生
広
域
事
業

で
良
寛
様
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。

良
寛
記
念
館
で
放
映
す
る
。

宮
下
議
員

 

地
域
住
民
ニ
ー
ズ

を
拾
い
上
げ
な
が
ら
活
用
の
検

討
を
行
う
よ
う
に
。

髙
桑
議
員

 

出
雲
崎
中
学
校
が

道
徳
教
育
研
究
会
で
講
師
を
招

く
が
概
要
は
ど
う
か
。
ま
た
、

道
徳
教
育
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で

行
う
考
え
は
な
い
か
。

教
育
課
長

 

上
越
教
育
大
学
の

先
生
を
講
師
に
研
修
を
行
う
。

教
育
長

 

過
去
に
地
域
住
民
が

加
藤
議
員

 

看
板
や
外
灯
、
東

屋
な
ど
傷
ん
で
い
る
が
、
ど
こ

を
修
繕
す
る
の
か
。
ま
た
、
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
夏
前
ま
で

に
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
も
っ
と
全
体
を
見
て
し
っ

か
り
と
進
め
る
べ
き
。

産
業
観
光
課
長

 

今
回
は
、
東

屋
、
夕
な
ぎ
橋
、
広
場
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
び
び
割
れ
の
補

修
、
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
を

行
う
。
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
順
次
実
施
す
る
。

参
加
し
て
行
っ
た
か
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
道
徳
教
育
と
な

る
と
、
家
庭
や
地
域
も
一
緒
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
考

え
て
い
る
。

仙
海
議
員

 

地
方
創
生
に
関
す

る
事
業
だ
が
一
般
財
源
で
行
わ

れ
て
い
る
。
交
付
金
で
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
今

後
、
継
続
し
て
行
く
た
め
に
過

疎
債
で
事
業
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

総
務
課
長

 

地
方
創
生
事
業
は

先
進
的
な
取
り
組
み
で
な
い
と

交
付
金
の
対
象
に
な
り
づ
ら

い
。
今
後
は
過
疎
債
の
ソ
フ
ト

事
業
で
行
う
も
の
も
出
て
く
る

可
能
性
は
あ
る
。

中
川
議
員

 

小
学
校
で
ス
キ
ー

授
業
が
行
わ
れ
、
レ
ン
タ
ル
ス

キ
ー
、
リ
フ
ト
券
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
料
金
が
補
助
さ
れ

る
が
、
そ
の
他
に
も
ウ
エ
ア
や

グ
ロ
ー
ブ
等
に
も
お
金
が
掛
か

る
。
保
護
者
の
負
担
が
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
に
。

教
育
課
長

 

ス
キ
ー
授
業
は
４

～
６
年
生
を
対
象
に
行
う
。
な

る
べ
く
保
護
者
の
負
担
が
大
き

く
な
ら
な
い
よ
う
に
検
討
す

る
。

補 正 予 算 質 疑

ここが
聞きたい！！

主な質疑内容を掲載します。

９月12日
天
領
の
里
施
設
修
繕
料

158万円

良
寛
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

制
作
委
託
料

270万円

町
有
物
件
解
体
工
事

384万円

研
修
講
師
謝
金

５万円

新
生
活
ス
ー
パ
ー
住
ま
い
取

得
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金

360万円

ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
12万円

レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
使
用
料

15万円

ふ
る
さ
と
就
職
支
援
商
品

券
利
用
助
成
金

120万円

補
正
予
算
質
疑
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全
員
協
議
会

限
定
す
る
と
女
性
の
登
用
が

難
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

 

女
性
の
登
用

は
積
極
的
に
考
え
て
い
る
。

や
ろ
う
と
い
う
方
は
受
け
入

れ
た
い
。

産
業
観
光
課
長

 

議
会
か
ら
意

見
が
あ
っ
た
の
で
、
場
所
を

再
確
認
し
て
、
９
カ
所
設
置

を
し
た
い
。

総
務
課
長

 

大
門
地
内
の
土

地
売
買
契
約
が
終
わ
り
、
こ

れ
か
ら
隣
接
者
と
の
境
界
立

ち
会
い
を
進
め
る
運
び
と

な
っ
て
い
る
。
関
係
各
位
に

内
容
を
お
示
し
し
た
が
、
今

の
と
こ
ろ
意
見
は
寄
せ
ら
れ

て
い
な
い
。

産
業
観
光
課
長

 

公
職
選
挙
か

ら
議
会
同
意
に
よ
る
町
長
選

任
制
に
改
定
と
な
る
。
過
半

数
に
つ
い
て
は
原
則
認
定
農

業
者
と
し
、
新
た
に
現
場
活

動
を
主
に
行
う
「
土
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
」
を
設
置

す
る
。

諸
橋
議
員

 

認
定
農
業
者
に

仙
海
議
員

 

「
海
ま
で
あ
と

○
キ
ロ
」
等
の
ユ
ニ
ー
ク
な

看
板
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
町
内
に
設
置
は
し
な
い

の
か
。

産
業
観
光
課
長

 

そ
う
い
っ
た

考
え
は
な
か
っ
た
。
来
年
度

以
降
検
討
し
た
い
。

教
育
課
長

 

良
寛
記
念
館
の

展
示
棟
・
管
理
等
・
回
廊
が

８
月
１
日
付
け
で
国
の
登
録

町
長

 

せ
っ
か
く
特
産
を

作
る
の
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
検
討
し
て
見

た
い
。

総
務
課
長

 

個
人
を
対
象
と

し
た
婚
活
事
業
は
、
町
内
に

ポ
ス
タ
ー
を
設
置
し
て
現
在

進
め
て
い
る
。
集
団
婚
活
事

業
に
つ
い
て
、
今
年
は
本
町

井
鼻
の
「
デ
ィ
オ
」
で
12
月

始
め
に
男
女
各
10
名
ず
つ
で

開
催
し
た
い
。
年
齢
対
象
は

25
歳
か
ら
39
歳
ま
で
。
今
回

男
性
は
、
町
内
在
住
者
に
加

え
て
結
婚
を
機
会
に
町
内
に

戻
り
た
い
と
考
え
て
い
る
町

外
在
住
者
も
対
象
と
し
た

い
。

●
東
京
電
力
災
害
対
策
支
援

拠
点
用
地
進
捗
状
況
に

つ
い
て

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。総

務
課
長

 

中
央
公
民
館
前

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
を
廃

止
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
同
時
に
用
途
を
拡
充

し
た
多
目
的
運
動
場
を
整
備

し
た
い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

早
期
療
育
機
能
を
合
わ
せ
持

ち
、
木
造
平
屋
建
て
の
も

の
。
多
目
的
運
動
場
は
人
工

芝
を
貼
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
フ
ッ
ト
サ
ル
等
が
で
き

る
施
設
を
考
え
て
い
る
。

三
輪
議
員

 

今
ま
で
あ
っ
た

ト
イ
レ
や
入
り
口
は
ど
う
な

る
か
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
は
ど

う
か
。

髙
桑
議
員

 

多
目
的
運
動
場

は
屋
根
付
き
の
も
の
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

 
現
在
、様
々
な

条
件
や
方
向
を
検
討
中
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
と
な
る
。

総
務
課
長

 

学
業
を
終
え
、

本
町
に
定
住
・
就
職
す
る
こ

と
を
条
件
に
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
を
予
定
し
て
い
た

が
、
返
済
支
援
型
の
制
度
と

し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
日

本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
等

の
利
用
者
に
も
支
援
を
拡
大

で
き
る
。

諸
橋
議
員

 

国
道
１
１
６
号

線
沿
い
の
跡
地
を
出
雲
崎
の

物
産
を
販
売
す
る
建
物
に
で

き
な
い
か
。

町
長

 

既
に
個
人
の
方
が

取
得
さ
れ
て
い
る
が
、
町
で

活
用
で
き
な
い
か
と
い
う
話

も
あ
る
。
費
用
対
効
果
を
考

え
て
検
討
し
た
い
。

加
藤
議
員

 

ご
当
地
ブ
ラ
ン

ド
釜
谷
梅
支
援
事
業
で
梅
酒

を
作
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
当
町
で
梅
酒
の
消

費
拡
大
を
考
え
て
、
乾
杯
条

例
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

●
新
奨
学
金
は
返
済
支
援
型
で

●
ナ
カ
ヤ
マ
商
店
跡
地
活
用
を

●
良
寛
記
念
館
が

登
録
有
形
文
化
財
に

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と

多
目
的
運
動
場
を
整
備

●
北
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

か
ら
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ン

設
置
に
つ
い
て

●
農
業
委
員
会
制
度
改
正

に
よ
る
新
体
制
移
行
に

つ
い
て

第
５
回  
９
月
20
日

全
員
協
議
会
主
な
も
の
の
う
ち
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

●
今
年
の
ま
ち
恋
に
つ
い
て

●
梅
酒
乾
杯
条
例
を
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全
員
協
議
会

「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」（
２
期
目
）
の

４
名
の
方
に
７
月
13
日
、
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
は
年

４
回
の
定
例
会
や
常
任
委
員
会
な
ど

を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、
議
会
運
営

な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
感
想
を
述
べ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

議
会
で
は
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
意

見
を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
議
会
運

営
に
活
か
し
、
活
性
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
関
心
の
あ
る
方
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議会モニターの委嘱
議会の

活性化

三
輪
議
員

 

子
育
て
支
援
を

進
め
て
い
く
な
か
で
、
実
際

に
お
子
さ
ん
が
病
気
に
な
っ

た
時
、
当
町
で
は
預
か
っ
て

く
れ
る
場
所
が
な
く
困
っ
て

い
る
。
広
域
圏
の
な
か
で
対

応
で
き
な
い
も
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

当
町
単
独
で

施
設
を
設
け
る
こ
と
は
難
し

い
。
柏
崎
方
面
で
は
、
新
潟

病
院
が
利
用
で
き
る
。
数
カ

所
あ
る
長
岡
方
面
で
は
、
出

雲
崎
町
が
負
担
金
を
出
す
こ

と
で
利
用
で
き
な
い
か
、
新

年
度
に
向
け
て
調
整
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
藤
議
員

 

シ
ダ
ッ
ク
ス
の

カ
ラ
オ
ケ
店
舗
の
大
量
閉
店

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
当
町

で
は
天
領
の
里
を
指
定
管
理

し
て
い
る
企
業
だ
が
、
経
営

に
懸
念
は
な
い
か
。

町
長

 

企
業
の
経
営
戦
略

で
あ
り
、
指
定
管
理
に
は
影

響
は
な
い
と
考
え
る
。

加
藤
議
員
・
三
輪
議
員
・
中
川
議
員 

道

路
周
辺
の
雑
草
が
伸
び
て
い

て
景
観
上
も
良
く
な
く
、
危

険
で
あ
る
。
草
刈
り
の
時
期

に
基
準
は
あ
る
か
。
ま
た
、

側
溝
に
も
泥
が
堆
積
し
て
住

民
の
手
に
お
え
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。

建
設
課
長

 
広
範
囲
で
も
あ

り
、
手
の
回
ら
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
分
か
っ
た
段
階
で

処
理
を
し
て
い
き
た
い
。

中
川
議
員

 

天
領
の
里
は

今
、
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の
人
気

で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
休
日

は
一
般
の
観
光
客
が
駐
車
で

き
な
い
等
の
不
都
合
が
生
じ

て
い
る
。
土
日
は
禁
止
す
る

等
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長

 

社
会
的
な
大
き
な

問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
ど

う
い
っ
た
対
応
策
が
あ
る
の

か
、
検
討
し
て
行
き
た
い
。

●
病
児
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

●
指
定
管
理
業
者
の

　
経
営
に
懸
念
は
な
い
か

●
町
内
の
道
路
周
辺
に

細
や
か
な
配
慮
を

●
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
人
気
で

対
策
が
必
要
で
は

遠藤敬子さん
（藤巻）

佐藤光代さん
（尼瀬）

島明日香さん
（尼瀬）

金子俊治さん
（川西）



10 月 臨 時 会

子育て支援センター建築工事調査設計に
527万円

多目的運動場整備工事測量に130万円補正

町テニスコートの一部に
子育て支援センター建設

議案２件を全会一致で可決 10月３日（１日間）会 期
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10
月
臨
時
会補 正 予 算 質 疑

仙
海
議
員

 

図
面
を
見
る
限
り

多
目
的
運
動
場
の
使
い
勝
手
が

悪
い
よ
う
に
感
じ
る
。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
と
平
行
に
す
る
等
し
て

利
用
し
や
す
く
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
課
長

 

図
面
は
構
想
段
階

で
あ
り
決
定
で
は
な
い
。
限
ら

れ
た
敷
地
で
は
あ
る
が
、
可
能

で
あ
れ
ば
そ
う
考
え
た
い
。

中
川
議
員

 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

何
人
利
用
し
て
い
る
か
。

教
育
課
長

 

平
成
27
年
度
は

６
５
０
人
が
利
用
し
て
い
る
。

中
川
議
員

 
大
掛
か
り
で
な
く

て
も
良
い
の
で
屋
根
付
き
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長

 

天
井
を
高
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、
事
業
費

が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

町
長

 

提
案
は
受
け
止
め
る

が
屋
根
付
き
に
す
る
に
は
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

三
輪
議
員

 

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
は
町
が
行
う
の

か
。保

健
福
祉
課
長

 

町
で
直
接
運
営

す
る
。
将
来
的
に
担
っ
て
く
れ

る
団
体
が
で
き
れ
ば
委
託
も
考

え
て
い
き
た
い
。

工事請負契約の締結全会一致で可決

八手地区農村環境改善センターを 防 放射線施設に

八手地区農村環境改善センター放射線防護対策（電気・機械設備）工事

金　額 １億 2776 万 4000 円 相手方 株式会社  宮下電設（長岡市）
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加
藤

 

天
領
の
里
駐
車

場
で
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
て
盗
水
や
夜
中

に
花
火
を
し
、
帰
り
は
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
く
。
こ
の
状
況

ど
う
考
え
る
か
。

町
長

 

直
ち
に
キ
ャ
ン
プ

等
の
禁
止
は
で
き
な
い
が
、

注
意
喚
起
の
看
板
設
置
も
考

慮
し
、
迷
惑
行
為
や
地
元
住

民
に
不
快
な
状
況
が
頻
発
す

れ
ば
禁
止
に
す
る
。

加
藤

 

夏
、
天
領
の
里
に

来
る
人
が
多
い
が
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
の
考

え
は
な
い
か
。

町
長

 

毎
朝
施
設
の
点

検
、
清
掃
を
行
っ
て
い
る

が
、
夏
場
巡
回
に
つ
い
て
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
対
応
を

検
討
し
た
い
。

一

般

質

問

Q&A 一 般 質 問

お
尋
ね
し
ま
す

お
答
え
し
ま
す

高齢者へのサポート強化で
　　安心して暮らせる町に

天
領
の
里
広
場
利
用
に
つ
い
て

地域のコミュニケーション
を図る

町長

関
係
機
関
の
意
向
を
聞
き
対
応

町
長

加藤 修三 議員

で
、
区
長
・
民
生
委
員
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
活
動
を

進
め
て
い
く
。

加
藤

 

当
町
の
高
齢
化
率

は
40
％
位
で
、
認
知
症
発
症

率
も
高
く
な
る
。
認
知
症
知

識
の
啓
発
、
初
期
受
診
、
見

守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し

認
知
症
本
人
、
家
族
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
強
化
の
考
え
は
な
い

か
。町

長

 

認
知
症
高
齢
者
数

は
約
２
５
０
人
で
、
早
期
発

見
、
早
期
診
断
体
制
の
構

築
、
正
し
い
知
識
の
普
及
、

介
護
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
連
携

し
総
合
的
な
体
制
づ
く
り
が

必
要
。
認
知
症
予
防
教
室
や

訪
問
指
導
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
は
中
学
生
や
他
団
体
等

８
０
０
人
で
今
後
も
年
間

１
０
０
人
を
目
標
に
す
る
。

加
藤

 

当
町
で
の
生
活
は

車
や
バ
イ
ク
が
必
要
で
、
高

齢
者
の
免
許
返
納
は
隣
接
市

へ
行
く
に
も
交
通
費
負
担
が

増
え
、
結
果
、
行
動
範
囲
も

狭
く
な
る
。
外
に
出
る
機
会

を
つ
く
り
、
生
活
範
囲
の
維

持
や
利
便
性
向
上
に
タ
ク

シ
ー
券
増
額
の
考
え
は
な
い

か
。町

長

 

町
民
の
要
望
に
沿

い
、
他
町
村
と
比
べ
高
い
レ

ベ
ル
で
助
成
を
し
て
お
り
、

お
金
よ
り
も
相
互
扶
助
を
大

切
に
し
た
い
。

加
藤

 

国
の
調
査
で
、
高

齢
者
の
独
り
暮
ら
し
の
男
性

の
内
、
会
話
が
２
週
間
で
１

回
以
下
は
６
人
に
１
人
で
、

会
話
も
無
く
孤
独
感
と
寂
し

さ
に
苛さ

い
な

ま
さ
れ
て
い
る
現

状
。
高
齢
者
の
精
神
的
ケ
ア

の
考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

高
齢
者
の
一
人
世

帯
が
４
０
０
で
、
孤
立
化
防

止
が
喫
緊
の
課
題
。
町
の
施

策
と
地
域
の
見
守
り
が
大
切

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
強
化

夏
場
巡
回
の
強
化

広
場
の
マ
ナ
ー

独
居
高
齢
者
の

　
　
精
神
的
ケ
ア
を
強
化

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
増
額
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
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Q&Aみんなが生き生きと暮らせる
　　　町づくりの実現のために

～地域包括ケアの推進状況は～

行政の地域支援と地域住民の
連携で進める

町長

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
地
域
支
え
合
い
推
進

員
を
配
備
し
、
多
様
な
取
組

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を

担
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
の

他
、
団
体
等
が
連
携
し
た
協

議
会
を
設
置
し
て
他
職
種
が

顔
の
見
え
る
環
境
の
な
か

で
、
サ
ー
ビ
ス
・
し
く
み
を

構
築
し
て
い
く
。

髙
桑

 

医
療
ニ
ー
ズ
と
介

護
ニ
ー
ズ
の
連
携
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
が
、
当
町
で
は

医
療
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
。
当
町
で
開
業
し
て
く
れ

る
医
師
を
、
継
続
的
に
公
募

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

ど
こ
の
地
域
に
お

い
て
も
、
以
前
と
は
医
療
機

関
の
体
制
が
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
そ
の
点
周
知
が
必
要

と
考
え
る
。
医
師
不
足
も
深

刻
で
あ
る
が
、
町
と
し
て
も

開
業
し
て
下
さ
る
方
を
諦
め

ず
に
捜
し
て
い
き
た
い
。

髙
桑

 

認
知
症
予
防
対
策

や
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
等
に
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

「
認
知
症
」
と
構
え
ず
に
、

他
の
既
存
事
業
や
こ
れ
か
ら

の
事
業
に
認
知
症
対
策
の
観

点
を
付
加
す
る
こ
と
は
ど
う

か
。
予
算
や
労
力
を
掛
け
ず

に
理
解
が
深
ま
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長

 

予
防
対
策
が
肝
要

と
考
え
る
。
十
分
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

髙
桑

 

団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
に
な
る
、
高
齢
者

が
増
え
る
と
い
う
話
が
頻
繁

に
出
て
く
る
が
、
こ
の
方
々

こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

社
会
の
あ
り
方
を
担
っ
て
い

く
、
あ
る
い
は
変
え
て
い
っ

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
最

も
大
切
な
の
は
住
民
の
自
発

的
な
活
動
を
喚
起
し
た
り
支

援
し
た
り
し
て
い
く
こ
と
と

考
え
る
。「
官
」
と
「
民
」

を
比
較
す
れ
ば
、「
民
」
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
も
の
は
強

い
。
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
る

等
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
支

援
す
る
場
所
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長

 

定
年
を
過
ぎ
た
町

民
の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
て
お
ら
れ
る
各
種
団

体
、
こ
れ
を
見
て
い
る
と
長

寿
時
代
を
迎
え
た
出
雲
崎
町

の
ひ
と
つ
の
あ
り
よ
う
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
サ
ロ
ン

事
業
の
よ
う
な
場
所
づ
く
り

を
も
っ
と
拡
大
し
て
い
き
た

い
。

　

特
に
セ
ク
シ
ョ
ン
は
設
け

な
く
て
も
、
ど
こ
で
も
相
談

し
て
欲
し
い
。
ど
こ
で
も
対

応
す
る
よ
う
に
す
る
。
行
政

も
自
発
的
な
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
。

髙
桑

 

団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

ま
で
に
、
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
し

く
み
づ
く
り
を
当
町
で
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。町

長

 
当
町
で
も
一
人
暮

ら
し
の
世
帯
や
高
齢
者
夫
婦

世
帯
が
増
加
す
る
中
で
、
要

介
護
者
と
そ
の
家
族
の
希
望

が
叶
え
ら
れ
な
が
ら
、
平
穏

な
療
養
生
活
が
送
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
等
の
地
域

支
援
と
地
域
住
民
の
連
携
の

な
か
で
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
に
「
出
雲
崎
町

在
宅
医
療
推
進
協
議
会
」
を

設
置
し
、
こ
の
協
議
会
が
中

心
と
な
っ
て
本
町
の
在
宅
医

療
を
推
進
し
て
行
く
。
ま

た
、「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」
を
平
成
30
年
度
か
ら

実
施
し
、
介
護
予
防
の
自
立

を
図
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

し
く
み
作
り
は

既
存
事
業
に
認
知
症
対
策
の

観
点
を
も
た
せ
て
は

医
療
体
制
を
補
う
対
策
は

住
民
の
自
発
的
活
動
支
援
を

髙桑 佳子 議員

いきいきサロン事業

一

般

質

問
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一

般

質

問

Q&A社会福祉の充実に向けて
第５次出雲崎町総合計画について伺う

健康で安心して暮らせる
福祉のまちづくりを推し進める

町長

中野 勝正 議員

中
野

 

地
域
福
祉
に
携

わ
っ
て
く
れ
て
い
る
各
種
団

体
と
、
そ
の
指
導
者
の
育
成

に
努
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
町

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
必
要

と
思
う
が
、
行
政
と
し
て
の

考
え
は
。

町
長

 

各
種
団
体
の
皆
様

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
各
種
団
体
の
横
の

つ
な
が
り
を
推
し
進
め
、
共

通
の
認
識
の
中
で
、
町
ぐ
る

み
で
進
め
て
い
く
。

中
野

 

施
策
の
方
針
の
中

で
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
を

整
備
す
る
と
述
べ
て
い
る
が

内
容
は
。

町
長

 

議
会
最
終
日
の
全

員
協
議
会
に
て
具
体
的
に
説

明
し
議
員
各
位
か
ら
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
。

中
野

 

児
童
を
取
り
巻
く

環
境
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ

地
域
ぐ
る
み
で
健
全
育
成
に

努
め
る
と
あ
る
が
そ
の
施
策

は
。町

長

 

ひ
と
り
親
家
庭
の

自
立
を
図
る
た
め
、
行
政
と

し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談

し
た
り
、
支
援
体
制
の
充
実

や
子
育
て
、
生
活
に
お
け
る

不
安
の
解
消
を
図
る
。

中
野

 

障
が
い
児
を
持
つ

家
庭
に
対
す
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
し
、
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
と
述
べ
て
い
る

が
具
体
的
に
は
。

町
長

 

相
談
支
援
事
業
の

充
実
を
図
り
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
明
確
に
把
握
し
、
地

域
社
会
で
自
立
し
て
日
常
生

活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
。

中
野

 

経
済
的
困
窮
者
や

社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
持
つ
人
た
ち
に
対
し
て
、

地
域
が
連
携
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長

 

私
か
ら
見
た
場

合
、
お
お
む
ね
地
域
は
連
携

し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
が

連
携
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、

行
政
と
し
て
も
取
り
組
む
。

中
野

 

施
策
の
方
針
で
述

べ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
く

考
え
か
。

町
長

 

優
先
順
位
を
つ
け

な
が
ら
、
行
政
が
中
心
に
な

り
各
種
団
体
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
指
導
し
て
い

き
た
い
。

現
状
と
問
題
点

　
　
　
そ
の
対
策
は

地
域
福
祉
に
つ
い
て

施
策
は

児
童
福
祉
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
福
祉
の
施
策
は

障
が
い
者（
児
）福
祉
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て第 5次総合計画（後期）
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一

般

質

問

Q&A
現状を総括して
今後、検討する。

町長

町
で
あ
る
。

　

特
に
今
年
は
出
雲
崎
が
天

領
に
な
っ
て
「
４
０
０
年
」

の
節
目
の
年
と
な
っ
て
い

る
。
11
月
13
日
に
は
「
金
の

道
イ
ベ
ン
ト
」
が
天
領
の
里

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
佐
渡

金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
運

動
も
活
発
に
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

天
領
の
地
、
良
寛
生
誕
の

地
、
石
油
産
業
発
祥
の
地
、

金
の
道
北
国
街
道
起
点
の
地

で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
こ

の
資
源
を
活
か
し
た
観
光
振

興
が
必
要
と
考
え
る
。

町
長

 

入
り
込
み
客
を
増

や
す
た
め
に
は
イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
町
固
有
の
資
源
で

あ
る
妻
入
り
の
街
並
み
、
佐

渡
金
銀
荷
揚
げ
の
地
な
ど
歴

史
、
文
化
に
磨
き
を
か
け
、

他
市
町
村
と
観
光
資
源
を
共

有
し
な
が
ら
、
ル
ー
ト
の
開

発
等
進
め
る
。
ま
た
、
良
寛

さ
ん
の
「
日
本
遺
産
登
録
」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

三
輪

 

観
光
関
係
の
団

体
・
施
設
・
行
政
の
連
携
が

非
常
に
大
切
で
、
関
係
機
関

が
参
加
し
た
会
議
を
創
設

し
、
当
町
の
観
光
の
目
指
す

方
向
、
情
報
の
共
有
を
図
る

こ
と
は
大
変
重
要
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長

 

観
光
推
進
会
議
創

設
に
つ
い
て
は
現
在
各
種
会

合
を
行
っ
て
お
り
、
以
前
に

も
協
議
会
を
つ
く
り
意
見
交

換
や
協
議
を
行
っ
て
き
た

が
、
成
果
は
上
が
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
原
因
を
総
括
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

三
輪

 

「
観
光
立
町
」
を

目
指
し
て
の
船
ま
つ
り
、
き

ず
な
、
街
歩
き
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
妻
入
り

の
街
並
み
の
整
備
、
観
光
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
力
を
注

い
で
い
る
が
、
そ
の
成
果
と

問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

 

近
年
の
観
光
は
個

性
化
、
多
様
化
し
て
お
り
、

範
囲
も
広
域
化
、
活
発
化
し

て
い
る
。
観
光
客
は
24
年
を

ピ
ー
ク
に
若
干
減
少
し
て
い

る
。
全
町
民
が
地
域
外
の
人

を
暖
か
く
お
迎
え
す
る
体
制

が
必
要
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
長
岡
や
柏
崎
と
の

広
域
連
携
等
の
整
備
を
必
要

と
感
じ
て
い
る
。

三
輪

 

当
町
は
、
他
の
市

町
村
が
う
ら
や
む
よ
う
な
非

常
に
歴
史
、
文
化
に
富
ん
だ

三輪 　正 議員

当
町
の
観
光
の
現
状
と

　
　
　
　
問
題
点
は
何
か

当
町
の
今
後
の

　
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

観
光
推
進
会
議
の
創
設
を

出雲崎の観光の
　　　　　　振興について

～観光推進会議創設を～

ボランティアガイドと歩く妻入りの街並み

にいがた景勝百選の地から街並みを望む
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田
中
政
孝
議
員
表
彰

お問い合わせ　町議会事務局　電話78－3112（直通）

どの会場でも自由に参加できますので多くの皆さまのご来場をお待ちしています

開　催　日 会　　　場 時　　間 担　　当

１１月　７日（月） 川西公会堂 午後７時００分～ 総務文教常任委員会

１１月　８日（火） 八手地区農環センター 午後７時００分～ 社会産業常任委員会

１１月　９日（水） 海岸公民館 午後７時００分～ 社会産業常任委員会

１１月１０日（木） 西越地区農環センター 午後７時００分～ 総務文教常任委員会

皆さまの声をお聞かせください

田
中
政
孝
議
員
が
新
潟
県
町
村
議
会
議
長

会
よ
り
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
町
議
会
議
員
と
し
て
20
年
以
上
在
職

し
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
で
、

９
月
定
例
会
に
お
い
て
伝
達
式
を
行
い
ま

し
た
。 田

中
議
員

20
年
表
彰

田
中
議
員

20
年
表
彰

出まえ議会を開催します
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秋空に躍動！（きずなⅨ）

や
ら
な
い
か
」で
決
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の

名
言
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。

「
心
が
変
わ
れ
ば
態
度
が
変
わ
る
。

態
度
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ

る
。
行
動
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変

わ
る
。
人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が

変
わ
る
運
命
が
変
わ
れ
ば
人
生
が

変
わ
る
」

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
は「
心
」を

変
え
る
力
が
あ
る
。
小
さ
な
感

動
の
積
み
重
ね
が
人
を
動
か
し
、

人
が
動
け
ば
世
界
が
変
わ
る
。

　
風
船
を
通
し
て
学
ん
だ
心
を
学

校
、
家
庭
、
地
域
へ
発
信
し
、Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

く
な
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
失

敗
か
ら
学
び
、
更
に
糧
に
す
る
経

験
を
積
め
る
と
い
う
こ
と
で
、「
あ

き
ら
め
な
い
心
」が
身
に
つ
く
。

　
風
船
に
正
解
は
な
い
と
い
う
こ

と
。
作
り
方
、
色
の
選
択
、
見
せ

方
な
ど
自
由
。
そ
れ
は
個
性
を

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
自

分
で
道
を
切
り
開
い
て
い
く
挑
戦

で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
物
事
を「
で
き
る
か
、
で

き
な
い
か
」で
は
な
く「
や
る
か
、

　
　
　
庭
・
地
域
社
会
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
れ
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
し
て
い

る
。
学
校
と
家
庭
・
地
域
を
結
ぶ

「
か
け
は
し
」と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
期

待
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
中
、「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」と

出
会
い
、
初
め
て
の
こ
と
に
挑
戦

し
た
こ
と
で
学
ん
だ
こ
と
、
伝
え

た
い
こ
と
が
あ
る
。

　
風
船
は
割
れ
た
分
だ
け
う
ま

編

集

後

記

表
紙
小
話

の

家
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南波 久敏小木
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９
月
末
か
ら
の
ぐ
ず
つ
い
た
空
模

様
か
ら
す
る
と
、
奇
跡
的
と
も
思
え

る
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
、
丸
一
日
恵

ま
れ
た
今
年
の
き
ず
な
Ⅸ
。
入
場
者

数
は
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
２
万
８
千

人
と
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

　
私
は
同
日
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し

た
。
妻
入
り
の
街
並
み
を
、
井
鼻
で

折
り
返
す
８
㎞
の
最
長
コ
ー
ス
を
、

汐
風
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
く
歩
き

ま
し
た
。

　
天
領
の
里
広
場
で
は
、「
よ
さ
こ

い
」を
皮
切
り
に
楽
し
い
シ
ョ
ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
グ
ル
メ
屋
台
で
喉
を

潤
し
お
腹
を
満
た
し
、
澄
み
切
っ
た

青
空
の
下
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
明
る

い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　  

（
髙
桑
佳
子
）

　
　委
員
長
　
　髙
桑
佳
子

　
　副
委
員
長
　加
藤
修
三

　
　委
　員
　
　仙
海
直
樹

　
　委
　員
　
　三
輪
　正

議
会
だ
よ
り
93
号
、
ご
覧
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。　現

在
の
議
会
広
報
委
員
で
の

発
行
は
14
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

各
委
員
が
担
当
す
る
ペ
ー
ジ
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
入
れ
が
あ

り
、
読
み
や
す
く
伝
わ
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
と
努
力
し
て
い

ま
す
。

　今
年
、
議
会
だ
よ
り
編
集
の

研
修
会
に
参
加
し
た
際
、
各
町

村
の
議
会
だ
よ
り
を
毎
号
見
て

お
ら
れ
る
方
が
、「
出
雲
崎
、
良

く
な
っ
た
ね
。読
み
や
す
く
な
っ

た
。」と
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の
皆

様
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
情
報

が
満
載
で
す
。
お
読
み
い
た
だ

い
た
ご
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
る
と
大
変
に
嬉
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
発
行
に

活
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　（髙
桑
佳
子
）

議
会
報
特
別
委
員
会


